
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.６０ 2023年１０月２０日 JR東労組大宮地本 

私たちには年末手当満額獲得が絶対に必要だ! 
◼ 職場の苦闘により業績回復を実現！ 

生活品の値上げは食品だ

けで既に３１８８７品目の値上

げが判明!! その他にも円安

や原油価格の影響で光熱費

や耐久財等多くが値上げさ

れ、１ドル＝１５０円の場合、

家計負担は昨年比で約１０万

円、２１年度比で約２１万円も

増加するとの試算もある。 

♦上半期の鉄道営業収入は大幅回復！  

 

鉄道営業収入の推移 定期 定期外 合計 

２０２２年度比 １０８．２％ １３１．３％ １２４．７％ 

2018年度比 ８４．１％ ９０．８％ ８９．１％ 
 

♦第１四半期決算は増収増益！  

 

単体の営業収益は５０３億円の増加で前年比１１２％！ 

連結の営業収益は７１８億円の増加で前年比１１２％！ 

連結の営業利益は８０１億円で前年比１９９％、純利益は４４８億円で前年比 236％を達成!! 

◼ 一方、労働実感は？ 
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※「労働条件のあゆみ」「有価証券報告書」を元に作成 

コロナ以降、期末手当は累計で約 

５．３８カ月も減少し、支給額は累計で

約１８０万円も減少! さらに一昨年の

定昇カットの影響で約１１万円も減額! 

一方、会社施策と組織再編により業

務が複雑化する中、社員数は５年で約

５０００名も減少し、負担はさらに増大! 

◼ そして、生活実感は？ 

家計負担は２年で２１万円も増加!!生活実感は厳しくなる一方!! 

◼ それでも、役員報酬だけは… 
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社員には「目標未達」

「コロナ前には戻らな

い」としつつも、一人当

たりの報酬は５１５５万

円で前年より１６００万

円も増加!! コロナ前を

６００万円も上回る!! 

※帝国データバンクの調査及び 

みずほリサーチ＆テクノロジーズの試算 


